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市
内
の
団
員
は
約
４
０
０
人

　

消
防
団
は
、
地
域
を
火
災
な
ど
の
災

害
か
ら
守
り
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

と
な
る
組
織
で
す
。
別
府
市
内
に
は
お

お
む
ね
小
学
校
区
ご
と
に
20
の
分
団
が

あ
り
、女
性
分
団
を
合
わ
せ
た
21
分
団
、

約
４
０
０
人
の
消
防
団
員
が
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

消
防
団
は
、
消
防
組
織
法
に
基
づ
く

消
防
組
織
で
、
普
段
は
様
々
な
職
業
を

持
つ
市
民
が
消
防
団
員
と
な
り
、
市
の

消
防
署
と
協
力
し
て
日
頃
の
予
防
啓
発

活
動
や
火
災
発
生
時
の
消
火
活
動
な
ど

に
従
事
し
て
い
ま
す
。

地
域
を
守
る
活
動

　

市
内
で
火
災
が
発
生
し
た
場
合
、
地

域
の
消
防
団
が
い
ち
早
く
現
場
に
駆
け

つ
け
て
初
期
の
消
火
活
動
を
行
い
、
火

災
の
拡
大
を
防
ぎ
ま
す
。
こ
の
た
め
別

府
市
で
は
、
各
小
学
校
区
ご
と
に
消
防

団
の
格
納
庫
を
設
置
し
、
ポ
ン
プ
車
や

消
防
積
載
車
な
ど
の
消
防
車
両
や
各
種

の
消
防
装
備
を
配
備
し
て
い
ま
す
。

　

ひ
と
た
び
起
こ
れ
ば
私
た
ち
の
命
や
財
産
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
火
災
な
ど
の

災
害
。
私
た
ち
の
地
域
を
守
る
た
め
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
別
府
市
の
消
防

団
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
あ
な
た
も
消
防
団
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問　

消
防
本
部
庶
務
課　

施
設
消
防
団
係　

☎
(25)
１
１
２
３

▲将来の地域防災を担う人材を育成するため実施した子どもたちの消防体験（朝日っ子消防訓練体験隊）

私
た
ち
は
大
切
な
地
域
を

守
っ
て
い
ま
す

別
府
市
消
防
団

　

消
防
団
で
は
、
一
年
を
通
じ
て
様
々

な
訓
練
や
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

習
得
し
た
防
災
や
消
火
の
知
識
・
技
術

は
、
火
災
の
現
場
で
の
素
早
く
的
確
な

対
応
は
も
ち
ろ
ん
、
防
火
広
報
や
子
ど

も
た
ち
へ
の
防
災
教
育
活
動
な
ど
、
日

頃
か
ら
地
域
の
皆
さ
ん
と
取
り
組
む
予

防
や
啓
発
の
活
動
に
生
か
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

女
性
消
防
団
は
、
高
齢
者
世
帯
へ
の

防
火
訪
問
や
応
急
手
当
の
普
及
指
導
、

ラ
ッ
パ
隊
な
ど
独
自
の
活
動
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　

大
切
な
地
域
を
守
る
消
防
団
に
、
あ

な
た
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

消防団員の処遇
■消防団員は非常勤特別職の地方公
務員となり、仕事や学業を行いなが
ら従事することができます。
■年額報酬と出動手当が支給され、
活動に必要な服装が貸与されます。
■５年以上在籍し退職した場合は、
退職報償金を支給します。
■公務により負傷等をした場合は、
その損害を補償します。
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▲消防訓練で確かな消火活動の技術を習得します ▲消防出初式では市内消防団が集合し行進や放水点検を実施

皆さんが安心して年末年始を迎えられるよう年末特別警戒を実施▼ 高齢者世帯や施設に訪問し防火の啓発も行ないます▼

別府市消防団 男性・女性団員募集
地域防災のために情熱を持って活動していただける消防団員を募集しています。
別府市内に居住する 18 歳以上の方であれば入団できます（大学生も可）。
別府市消防本部庶務課（☎２５－１１２３）にお問い合わせください。

団員に聞いてみた『消防団ってどんなところ？』
第 7分団部長　山本　真　さん
　仕事の後に活動があったり大変なこともありますが、地域の人に「ありがとう」と
声を掛けてもらえたり、職種も年代も違うたくさんの人と関係ができて仕事にも生か
せたり、自分にとっても役に立つ活動です。ボランティア的な活動なのでどの分団も
和気あいあいとしていて楽しいですよ。最初は経験がなくても全く問題ありません。
気軽に参加してみてほしいです。

第 11 分団団員　宇都宮　由佳　さん
　消防団に入団した頃、地域の人に「あなたが消防団に入ってくれて心強いわ」と言っ
ていただきました。地域の人に頼りにされる役割だと実感でき、もっと知識や経験を
深めようと向上心を持って取り組んでいます。今はネットで何でもできる社会ですが、
災害があったとき人の命を守れるのは人しかいないと思っています。これからも自分
が生活している地域の人と人のつながりを守っていきたいです。

各分団の情報を消防本部ホームページに掲載しています。


